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学校教育目標 社会に貢献しながら、 

自立する生徒の育成 
～気づき、考え、実行する～ 

 

                                校訓 「 和 の 心 」 

                                      指導重点 
                                      ① 居心地がよく、やる気のある 
                                               学級集団・学校づくり 
                                      ② 確かな学力の育成 
                                      ③ 健やかな身体の育成 
                                      ④ 豊かな心の育成 
                                      ⑤ 生徒の良さを伸ばし、課題を 
                                         解決するための「連携・協働」を推進する 

 

思春期を迎えた生徒たち 

 中学時代，この時期は「思春期（前青年期）」，「反

抗期」等と言われます。ご家庭では，“以前より気む

ずかしくなった”とか“あまり口をきかなくなった”

程度かもしれません。 

 しかし，学校場面では，その様子が異なる場合があ

ります。それは，集団で生活しているからです。その

中において，それぞれの生徒が，仲間を意識しなが

ら，“自分”という存在を探し続けているのです。そ

れが，この時期の大きな特徴でもあります。 

 自分自身の存在意義を見出し，目的意識を高くもつ

ような生徒は，落ち着いた環境（気持ち）で，安定し

た生活を送ることができます。勉強，部活動，趣味・

特技，友人関係等は，良好に保たれ，“自立”への道

のりを歩んでいきます。中学３年間で，精神的にも大

きく成長します。 

 一方，目的意識が低く，自己の存在を否定したり過

大に誇示したりすることもあります。このような場

合，なかなか良い方向には進みません。物事を善悪で

はなく好き嫌いで判断したり，学校内外の仲間と徒党

を組んだり，気になる言動がエスカレートしたりしま

す。決して悪くはないのに“悪ぶったりいきがった

り”します。真面目に努力することを否定し，生活も

乱れ始めます。 

 この時期の生徒の支援と関

わりは，なかなか難しいもの

があります。学校や集団の中

で，家庭とは異なる“顔”が見え隠れします。 

 そこで，保護者の皆様にお願いがあります。我が子

の何気ない日常生活を取りあげて，“愛情のある声か

け”をしてください。よろしくお願いします。 

「定期テスト」から「単元内テスト」へ 
 前回に続き，「単元内テスト」について取り上げます。

今回は，Ｑ＆Ａ形式で説明します。 

 

Ｑ１：「（単元内）テスト」を実施するねらいは？ 

 Ａ：ズバリ，学力の向上・定着を図ることです。これ

は「単元内テスト」でも変わりません。 

Ｑ２：テストの取り組み期間を設定しないと，自主学習

をしなくなるのでは？ 

 Ａ：本来，勉強は自発的に取り組むものです。テスト

前だけでなく，年間を通して，普段からコツコツ勉

強に取り組む姿勢が大切です。実施日を事前に周

知して，取り組みができるようにしています。 

Ｑ３：「単元内テスト」の実施日を，各教科で統一する

ことはできませんか？ 

 Ａ：各教科の学習内容のまとまり（単元）が異なりま

すので，実施日も異なります。 

  ただ，各教科の実施日が重なり，毎日のようにテ

ストが続いたり学校行事の準備等と重なったりし

て，生徒の負担が大きくなることもあるのではな

いかといった懸念もあります。今後の検討課題と

しています。 

Ｑ４：成績（評価・評定）は，どのようにしてつけられ

るのですか？ 

 Ａ：「単元内テスト」の結果はもちろんですが，授業

に取り組む姿勢や提出物・成果物，実技等を総合的

に判断して成績（評価・評定）をつけています。 

  先生方からは，テストの回数が増え，日常業務や

学校行事等を行いながら，作問や採点をすること

になり，かえって負担が大きくなるといった心配

の声もあります。今後の検討課題です。 

Ｑ５：通信表は変わりますか？ 

 Ａ：通信表の変化はありません。通信表の見方につい

ては，後日改めてお知らせします。 

 

 「単元内テスト」について，ご不明な点やご質問があ

りましたら，ご連絡ください。 


